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｢ツボを薬のように考えてはいけない」今，中国でこんな声があがっている。

穴'性の何が問題なのか！？

穴性の概念は民国時代にはじめて提起され，６０年代以降，中国の鋤灸界で一定の認識を得てきた。

その穴性について，近年，否定的な声があがってきている。

｢ツボの作用を薬の作用と同じように考えることはできない」というのが，一致した指摘であるが，

昨年春，北京の中国中医科学院誠灸研究所を訪れ，穴性に反対する２人の研究者に会って話を聞いた。

［第１弾］趨京生氏に聞く

「穴の研究は誠灸の特性にもとづいて」（134号）

趨京生氏は，穴性は民国時代にはじめて提起されたときか

ら，概念も定義も暖昧だったと指摘したうえで，薬性を侭

き換えた穴性にはっきりと反対の立場を示す。趨氏は，穴

の研究は鋪灸が本来もつ特性にもとづいて行わなければな

らないと強調する。

朱氏頭皮針の開発者。朱明清氏寄稿

［第２弾］黄龍祥氏に聞く

「ツボの主治症表記の標準化と誠灸の弁証論治｣(135号）

黄龍祥氏は，中薬の効能を模倣した現行のツボの効能表記

－いわゆる「穴性」に疑問を投げかける。穴性については，

90年代からツボは薬性化できないという見解が示されたが，

黄氏の主張はさらに進んで，ツボの主治症を標準化すること

で械灸独自の弁証論治体系の土台にしようとしている。

注目記事

｢刺鍍による脳血管障害治療は本当に有効か？

|近日発行’６月号（通巻137号）では，誠灸文献研究の第一人者．
李鼎氏（上海中医薬大学）のインタビューを掲載します。
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最近号の読みどころ

、嫌離職鰯蝋 趨吉平（１３２．１３３．号）

賊灸の臨床において，経絡弁証が重要であることは論を侯た

ない。しかし，その重要性が強調されながらも，現在の11:'岡

の教材では，内科の弁証方式に偏っていて，織灸の臨床にお

ける経絡弁証の存在感が稀薄だとも指摘される。

そこで，北京1.'1医薬大学束悩門医院の趨吉平氏に，賊灸臨床

における経絡弁証の役割と方法について，２．号にわたって総

朱氏頭皮針は，痛み全般，慢性疾患，麻輝だけでなく，急性

の症状や難治性の病気に広く適応する。特に脳梗塞後遺症や

脊l伽』傷をはじめとした雌治性の麻抑に対して，即効性のあ

る改善効果をあげることから，いまから３０年前に，世界に

一大センセーションを巻き起こした。

2013年３月，その朱氏頭皮針の開発者・朱lﾘI1i1i氏が来'Iルリ

演し，進化した頭皮針の全貌を明らかにした。

133号では，「朱氏頭皮針特集」と題して，３月の来日誹淡会

(1)背前穴への直刺，（２）背前穴から督脈への斜刺，（３）脳

耽経２側線への斜刺，（４）勝眺経１側線への横刺には，その

効果においてどのような迷いがあるのだろうか？

浅川氏自身は，背部前穴は基本的に商刺すべきものと考えて

いるという（』11然，その奥にある臓器への損傷を避けるため

桟めの刺鍍になる)。ところが，中岡から届く械灸書は押し

並べて背部前穴は斜刺である。しかし，歴史的にみると，必

｢理・法・方・穴・術」の一貫した械灸の弁証諭治体系にお

いて，「法」に対･応したツボの作用＝「穴性」を，いかに'１

本の臨床で使える形で整理できるか－．１２８号の合谷から

始まった本連戦も，136号で９穴目を迎えた。

本連戦では中I:'1の盗料をベースにしながらも，それを鵜呑み

にせず，日本での臨床経験から答えを導きだそうとしている

点が眼目である。

括してもらった。132号では，おもに診断面における経絡弁

証の役削と方法を，133号では，治療の而において経絡弁証

をいかに運用するのかを紹介する。

趣氏は，経絡弁証は治療に用いるべきツボや経絡を選択した

り，どの刺灸方法を用いるかを検討したりする際の指針とな

ると強調する。

のリポート，改訂版の訳者・商橋正夫氏による解説，そして

｢朱氏頭皮針とはどんな針か」を朱明満氏が答えるＱ＆Ａを

掲載した。

新しい朱氏頭皮針では，全身の疾患に対.応した１９の治療〆

を設けたことで，治療に応川し易くなり，さらに治療効果を

高めるうえで欠かせない「導引」の内容や具体的な方法につ

いても，惜しげもなく開示している点が眼目だ。

ずしも斜刺とは限らないという。

そこで本稿では，『賊灸叩乙経』『千金方』『外台秘要』『鍬

灸盗生経』『赦灸衆英』『械灸大成」『類経図翼』『医宗金鑑』，

承淡安，『中国誠灸学』（程幸農主編．1964年)，『誠灸学』（上

海中灰学院編.1974年)，『誠灸学［経穴篇]』（天津11'医薬大

学十後藤学園編）を並べて，歴史的流れから，背部命穴の刺

賊法を検討する。そこから見えてくるのは！？

｢集約的穴性論」は従来のように穴性を並べるだけの記述で

はなく，ツボの作用を一つの流れのなかで捉えようとしてお

り，これまでにない意欲的な試みといえる。そのほか，組み

合わせるツボの作用（｢対･穴｣)，「古典的な主治と自身の臨床

的実感をすり合わせて総括する試み」「現代の研究論文の老

察」「治験例」と，５人の臨床家がそれぞれのテーマで分担

して執筆する。


